
県
民
県
民
の
皆
さ
ん

皆
さ
ん
の
自
主
的

自
主
的
な
活
動

な
活
動
・
交
流
交
流
の
場
と
場
と
し
て
し
て
、 

く
ま
も

く
ま
も
と
県
民
交
流
館

県
民
交
流
館 
パ
レ
ア 

を
、
を
、 

連
日
、

連
日
、多
く
多
く
の
方
々
が
利
用
し
て

方
々
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
ら
も
熊
本
県
で

熊
本
県
で
は
、
は
、 

県
民
県
民
の
皆
さ
ん

皆
さ
ん
が
生
き

が
生
き
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
ら
せ
る
熊
本

る
熊
本
づ
く
り
く
り
の
た
め
、 

さ
ま
ざ
ま

さ
ま
ざ
ま
な
施
策

な
施
策
に
取
り
取
り
組
み
組
み
ま
す
。

ま
す
。 

県
民
の
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
活
動
・
交
流
の
場
と
し
て
、 

く
ま
も
と
県
民
交
流
館 
パ
レ
ア 

を
、 

連
日
、多
く
の
方
々
が
利
用
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
熊
本
県
で
は
、 

県
民
の
皆
さ
ん
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
熊
本
づ
く
り
の
た
め
、 

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。 

6
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平成14年12月発行 （2）
くまもと 

今
年
も
、も
う
十
二
月
。皆
さ
ん
の
二
〇
〇
二
年
は
ど
ん
な
一
年
で
し
た
か
。                                                

県
で
は
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
振
興
指
針
」の
策
定
や「
市
町
村
合
併
」の
動
き
が
進
む
な
ど
、新
し
い
く
ま
も
と
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
一
年
で
し
た
。               

 

特集1
■
来
年
四
月
「
あ
さ
ぎ
り
町
」
誕
生
が
決
定

中
球
磨
五
か
町
村
で
合
併
の
議
決
が
行
わ
れ
、
来

年
四
月
の
「
あ
さ
ぎ
り
町
」
誕
生
が
決
定
。
こ
の
ほ

か
県
内
各
地
で
合
併
協
議
会
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、

市
町
村
合
併
に
向
け
た
機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

■
「
く
ま
も
と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

振
興
指
針
」
の
策
定

「
す
べ
て
の
人
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
」
の
実
現

を
目
指
す
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
＝
Ｕ
Ｄ
）。

こ
の
Ｕ
Ｄ
の
考
え
方
を
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
取
り
入

れ
、
県
民
運
動
と
し
て
展
開
し
て
い
く
た
め
、
そ
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
指
針
を
作
り
ま
し
た
。
ま
た
、

身
近
な
と
こ
ろ
で
Ｕ
Ｄ
に
触
れ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
九
月
に
は
Ｕ
Ｄ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
を
開
催
、

県
内
外
か
ら
約
二
千
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

■
「
熊
本
県
雇
用
創
出
対
策
」
の
策
定

新
た
な
雇
用
の
場
の
創
出
、
時
代
に
適
応
し
た
職

業
訓
練
・
人
材
養
成
、
県
民
を
守
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
の
充
実
を
柱
と
し
た
雇
用
創
出
対
策
を
取
り
ま

と
め
ま
し
た
。
厳
し
い
雇
用
情
勢
が
続
く
中
、
こ
の

対
策
に
沿
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
公
共
施
設
へ
の
県
産
木
材
利
用
を
促
進

県
が
率
先
し
て
県
産
木
材
の
利
用
を
進
め
る
た

め
、
県
が
行
う
公
共
施
設
整
備
は
原
則
木
造
と
す
る

こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
基
本
方
針
や
利
用
計
画
を

決
定
し
ま
し
た
。

■
川
辺
川
ダ
ム
を
考
え
る
住
民
討
論
集
会
の
開
催

昨
年
十
一
月
、
ダ
ム

以
外
で
も
流
域
住
民
の

生
命
・
財
産
を
守
れ
る

と
す
る
代
替
案
が
発
表

さ
れ
た
の
を
受
け
、
県

民
の
皆
さ
ん
に
見
え
る

形
で
公
正
に
論
議
す
る

場
と
し
て
開
催
し
、
以

後
、
回
を
重
ね
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

■
Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
4
0
0
1
の
認
証
取
得

県
庁
組
織（
警
察
本
部
含
む
）

を
対
象
に
、
環
境
管
理
シ

ス
テ
ム
の
国
際
規
格
の
認

証
を
取
得
し
ま
し
た
。
県

の
事
務
・
事
業
全
般
に
お

い
て
、
環
境
へ
の
配
慮
を

徹
底
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

■
熊
本
県
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
施
行

委
員
を
一
般
公
募
し
た
男
女
共
同
参
画
審
議
会
を
新

た
に
設
け
る
と
と
も
に
、
男
女
共
同
参
画
施
策
に
関
す

る
苦
情
処
理
制
度
を
開
始
す
る
な
ど
、
条
例
に
基
づ
く

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
オ
ー
プ
ン

熊
本
市
手
取
本
町
の
市

街
地
再
開
発
ビ
ル
「
テ
ト
リ

ア
く
ま
も
と
」
が
完
成
し
、

そ
の
九
階
、
十
階
お
よ
び
一

階
の
一
部
に
「
パ
レ
ア
」
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
、
生
涯
学
習
活
動
、
就
業
支
援
な
ど
、
県
民
の
皆
さ

ん
の
自
発
的
で
主
体
的
な
活
動
を
応
援
す
る
拠
点
施
設

と
し
て
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
姉
妹
友
好
提
携
二
十
周
年

県
と
姉
妹
友
好
提
携
を
結
ん
で
い
る
中
国
広
西

こ
う
せ
い

壮そ
う

族ぞ
く

自
治
区
、
米
国
モ
ン
タ
ナ
州
、
韓
国
忠
清
南
道

ち
ゅ
ん
ち
ょ
ん
な
む
ど

の

三
地
域
す
べ
て
が
提
携
二
十
周
年
を
迎
え
、
記
念
事

業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

■
歴
史
公
園
鞠き

く

智ち

城
じ
ょ
う

・

温お
ん

故こ

創そ
う

生せ
い

館か
ん

が
開
館

県
立
装
飾
古
墳
館
分
館
と
し

て
菊
鹿
町
に
オ
ー
プ
ン
。
総
合

学
習
施
設
と
し
て
、
多
く
の
利

用
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

■
ｗ
杯
サ
ッ
カ
ー
ベ
ル
ギ
ー
代
表
チ
ー
ム
の

熊
本
キ
ャ
ン
プ

多
く
の
県
民
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
ベ

ル
ギ
ー
代
表
チ
ー

ム
に
最
高
の
環
境

を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
熊
本
の
Ｐ

Ｒ
や
経
済
波
及
効

果
、
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
、
国
際
交
流
の
促
進
と
い
っ
た
面
で
も
大
き
な

成
果
が
あ
り
ま
し
た
。

■
「
松
島
有
料
道
路
」
開
通

熊
本
都
市
圏
と
県
内
主
要
都
市

を
九
十
分
で
結
ぶ「
九
十
分
構
想
」。

こ
の
実
現
に
向
け
整
備
を
進
め
て

い
る
「
熊
本
天
草
幹
線
道
路
」
の
初

め
て
の
開
通
区
間
と
な
り
ま
し
た
。

■
新
た
な
子
育
て
・
介
護
支
援
施
策
を
推
進

子
育
て
や
介
護
に
あ
た
る
方
の
負
担
軽
減
・
ゆ
と

り
創
出
を
目
的

と
す
る
「
レ
ス

パ
イ
ト
・
ケ

ア
」
施
策
を
推

進
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
つ

と
し
て
、
夏
休

み
に
障
害
児
を

預
か
る
モ
デ
ル

事
業
を
菊
池
市

と
松
橋
町
で
新

た
に
開
始
し
ま

し
た
。

モデル事業での家族と知事の意見交換

第4回川辺川ダムを考える住民討論集会

知事への登録証授与

「パレア」総合受付

温故創生館

「松島有料道路」開通式

コスタリカ代表チームとの親善試合



（3） 平成14年12月発行
くまもと 

師
走
を
迎
え
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

厳
し
い
経
済
・
雇
用
情
勢
が
続
い
た
一
年
で

し
た
が
、
一
方
で
今
年
は
、
熊
本
の
「
お
も
て

な
し
の
心
」
が
大
い
に
発
揮
さ
れ
た
年
に
な
り

ま
し
た
。
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
ベ
ル
ギ

ー
チ
ー
ム
の
キ
ャ
ン
プ
、
技
能
五
輪
、
ア
ビ
リ

ン
ピ
ッ
ク
、
菓
子
博
と
、
内
外
か
ら
多
く
の
お

客
様
を
お
迎
え
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
を

は
じ
め
関
係
者
の
皆
様
方
に
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
、
子
育
て
・
介
護
支
援
の
た
め

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

夏
休
み
に
障
害
児
を
預
か
る
事
業
や
養
護
学
校

に
看
護
師
を
派
遣
す
る
事
業
に
加
え
、
国
に
提

案
し
要
件
緩
和
が
認
め
ら
れ
た
「
つ
ど
い
の
広

場
事
業
」
を
、
県
内
四
カ
所
で
実
施
す
る
な
ど

新
た
な
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
今
年
は
食
へ
の
信
頼
が
大
き

く
揺
ら
ぐ
出
来
事
が
続
き
ま
し
た
。
迅
速
で
的

確
な
対
応
を
講
じ
る
と
と
も
に
、「
食
の
安
全
安

心
に
関
す
る
基
本
方
針
（
仮
称
）」
を
策
定
す
る

な
ど
、
消
費
者
の
安
心
に
つ
な
が
る
よ
う
な
総

合
的
な
施
策
展
開
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

来
年
も
皆
様
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
大

切
に
し
な
が
ら
一
人
ひ
と
り
の
生
命
と
健
康
が

大
事
に
さ
れ
る
県
政
の
推
進
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

■
公
衆
浴
場
、旅
館
な
ど
の
入
浴
施
設
の

衛
生
管
理
徹
底

七
月
末
に
他
県
の
入
浴
施
設
で
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
に

よ
る
集
団
感
染
が
発
生
。
県
で
は
循
環
式
浴
槽
を
持

つ
公
衆
浴
場
、
旅
館
、
社
会
福
祉
施
設
な
ど
に
対
し

て
立
入
調
査
を
実
施
し
、
衛
生
管
理
の
徹
底
を
指
導

し
ま
し
た
。

■
く
ま
も
と
食
・
農
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立

■
く
ま
も
と
四
季
の
さ
か
な
選
定

地
域
で
生
産
さ
れ
た
も
の
を
地
域
で
消
費
す
る

「
地
産
地
消
」。
こ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
生

産
者
と
消
費
者
が
食
と
農
を
一
緒
に
考
え
活
動
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
立
。
ま
た
、
熊
本
を
代
表
す
る

旬
の
お
い
し
い
十
七
種
類
の
地
魚
が
、「
く
ま
も
と

四
季
の
さ
か
な
」
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

■
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
タ
ー
ト

全
国
の
市
町
村
と
都
道
府
県
な
ど
を
専
用
回
線
で

結
び
、
本
人
確
認
が
で
き
る
仕
組
み
で
、
パ
ス
ポ
ー

ト
の
記
載
事
項
の
訂
正
な
ど
、
住
民
基
本
台
帳
法
に

定
め
ら
れ
た
事
務
で
の
利
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。

■
熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー
開
設

人
権
教
育
・
啓
発
推
進
の

拠
点
と
し
て
、
県
庁
新

館
二
階
に
開
設
し
ま
し

た
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、

同
和
問
題
を
は
じ
め

と
す
る
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
問
題
の
解
消

に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
起
業
化
支
援
）施
設
　

「
夢
挑
戦
プ
ラ
ザ
21
」
オ
ー
プ
ン

旧
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
の
一
部
を
使
っ
て
、
創
業

予
定
者
や
創
業
間
も
な
い
企
業
に
対
し
、
事
業
ス
ペ

ー
ス
の
提
供
や
各
種
相
談
に
応
じ
る
な
ど
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
の
並
行
在
来
線

「
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
株
式
会
社
」
設
立

平
成
十
六
年
春

の
九
州
新
幹
線
開

業
と
同
時
に
、
鹿

児
島
本
線
八
代
〜

川
内

せ
ん
だ
い

間
を
運
行
す

る
新
会
社
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
新

幹
線
工
事
も
順
調

に
進
み
、「
新
八
代

〜
西
鹿
児
島
間
」
は

平
成
十
五
年
末
の

完
成
に
向
け
て
、
高
架
橋
な
ど
の
土
木
工
事
は
ほ
ぼ

完
了
し
、
駅
舎
な
ど
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
「
技
能
五
輪
く
ま
も
と
2
0
0
2
」
開
催

■
「
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
く
ま
も
と
2
0
0
2
」
開
催

二
十
一
歳
以
下
の
若
者
と
、
障
害
者
の
方
々
が
そ

れ
ぞ
れ
技
能
日
本
一
を
競
う
こ
の
二
つ
の
大
会
が
、

同
時
期
に
同
じ
県
で
開
催
さ
れ
た
の
は
今
回
が
初
め

て
で
し
た
。
本
県
選
手
は
好
成
績
を
収
め
、
ま
た
、

ひ
た
む
き
に
も
の
づ
く
り
の
技
術
を
競
い
合
う
選
手

の
姿
は
、
多
く
の
人
に

感
動
を
与
え
ま
し
た
。

■
「
く
ま
も
と
菓
子
博
2
0
0
2
」
開
催

四
年
に
一
度
開
催
さ
れ
て
い
る
全
国
菓
子
大
博
覧

会
が
、
熊
本
で
は

初
め
て
、
グ
ラ
ン

メ
ッ
セ
熊
本
と
熊

本
城
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

お
菓
子
約
一
万
点

が
勢
ぞ
ろ
い
し
、

期
間
中
、
県
内
外

か
ら
五
十
五
万
人

を
超
え
る
来
場
者

で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

■
「
武
蔵
」
を
通
し
て
熊
本
の
魅
力
を
全
国
へ
！

来
年
一
月
か
ら
始
ま
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
主

人
公
は
「
宮
本
武
蔵
」。
武
蔵
が
最
後
に
選
ん
だ
地

「
熊
本
」
で
は
、
十
月
以
降
武
蔵
関
連
の
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
来
年
も
、
武

蔵
を
通
し
て
熊
本
の
魅
力
を
県
内
外
に
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

■
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
・
テ
レ
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
発
足

テ
レ
ワ
ー
ク
（
＝
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
て
在
宅
で
仕
事
を
行
う
）
に
よ
る
障
害
者
の

方
々
の
就
労
・
社
会
参
加
を
実
験
的
に
進
め
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
り
ま
し
た
。

■
食
の
安
全
対
策
の
推
進

食
の
安
心
に
つ
な
が
る
総
合
的
な
安
全
対
策
を
講

じ
る
た
め
、
庁
内
に
知
事
を
会
長
と
す
る
「
食
の
安

全
対
策
会
議
」
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
生
産
か
ら

消
費
に
至
る
ま
で
の
幅
広
い
意
見
を
県
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
に
「
食
の
安
全
対
策
懇
話
会
」
を
十
一
月

に
設
置
し
ま
し
た
。

熱心に競技に取り組む選手たち（アビリンピック）

小
学
生
へ
の
人
権
に
関
す
る
学
習
風
景

整備が進む「新八代駅」

グランメッセ熊本会場

技能五輪開会式



つくり育て管理する漁業 

くまもと四季のさかな 

　熊本は有明海、不知火海、天草灘という豊かな海に囲まれ、おいしい地魚の産地です。この海の幸

を県民の皆さんにもっと知ってもらい、食べていただくため、熊本県では四季折々の代表的な魚介

類を「くまもと四季のさかな」として選定しPRするとともに、海の資源を将来にわたって守って

いくため、漁業関係者の皆さんと協力して「つくり育て管理する漁業」を推進しています。 

稚魚をつくる。 

小型魚の再放流 漁具の工夫・改良 

休漁日の設定 
◎県内漁業者は、毎月第2土曜日 
　を「県下一斉休漁日」として海
　を休ませています。 

　稚魚を育てて放流したり、魚が大きくなるまで待って捕るなど、魚を増
やしていく取り組みを進めています。 

①「つくる」 

小さな魚や卵を持つワタリガニを海に戻すなど、魚を捕り尽くさないようにしています。 ③「管理する」 

②「育てる」 

　地元で捕れる、新鮮でおいしい魚介類を県民の皆さんに実感し
ていただくため、くまもと四季のさかな選定委員会（消費者、流通
関係者、生産者などの代表者で構成）により、熊本の四季を代表す
る17種類の地魚が「くまもと四季のさかな」として選ばれました。 

今後は、この「四季のさかな」を通して、県民の皆さんに熊本の魚介類のおいしさを再認識してい
ただきたいと考えています。皆さん、地元で捕れるおいしい「さかな」をたくさん食べてください！ 

熊本の豊かな海の資源を将来にわたって守り、おいしい地魚を子どもたちに引き継いでいくため、皆さんも
この取り組みを応援してください。 

◎ふ化させた後、自然の海
　で生きていける大きさに
　なるまで育成し、海に放
　流します。 

稚魚を育て、放流する。 

◎マダイ、ヒラメ、クルマエビ、
　ワタリガニなどの卵を専門
　の施設で人工的にふ化さ
　せます。 

◎ある一定の大きさになるまで
　待って魚を捕る。例えば、全長
　15cm以下のマダイや20cm
　以下のヒラメは、捕れても海へ
　返しています。一般の釣り人に
　も協力を呼びかけています。 

なだ 

◎小さな魚が入らないよう、  
　網の目が大きい漁具を 
　使います。 

平成14年12月発行 （4）
くまもと 

熊本県水産振興課　1096-383-1111（内線5696）FAX096-382-8511
電子メール　suisanshinkou@pref.kumamoto.jp

お 問 い
合わせ先

ぶり

ひらめ

がらかぶ

あじ

がざみ

くるまえび

たちうお

まだい



（5） 平成14年12月発行
くまもと 

少
子
・
高
齢
化
が
進
む
中
、
熊
本
県
で
は
、
誰
も
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た
住
宅
の
整
備
な
ど
を
進

め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、「
高
齢
者
向
け
優
良
賃

貸
住
宅
制
度
」。
こ
れ
は
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

段
差
の
解
消
や
車
い
す
で

も
生
活
で
き
る
工
夫
が
取

り
入
れ
ら
れ
た
、
い
わ
ゆ

る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ

た
住
宅
で
す
。
自
立
し
た

生
活
が
送
れ
る
六
十
歳
以
上
の
単
身
ま
た
は
夫
婦
世
帯

な
ど
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
入
居
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
収
入
に
応
じ
て
家
賃
の
補
助
が
あ
り
、
通

常
の
賃
貸
住
宅
の
家
賃
と
比
べ
て
、
平
均
で
約
七
〜
八

割
の
負
担
で
済
み
ま
す
。

今
回
、私
は
、

熊
本
市
に
あ
る

賃
貸
住
宅
の
一

つ
を
見
せ
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。近
く
に
は
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
金
融
機
関
、
医
療
機
関
な

ど
が
あ
り
、
公

共
交
通
機
関
の

利
便
性
も
良

く
、
生
活
す
る

上
で
の
不
便
さ

を
全
く
感
じ
さ

せ
ま
せ
ん
。
室

内
に
は
、
二
十

四
時
間
対
応
の

緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
が
風
呂
場

や
ト
イ
レ
な
ど

に
も
付
け
ら
れ

て
い
て
、
万
が

一
の
場
合
も
安

心
で
す
。

入
居
者
の
お

一
人
は
「
一
人

暮
ら
し
に
な
り
家
の
管
理
な
ど
が
大
変
で
、

こ
ち
ら
に
申
し
込
み
ま
し
た
。
今
で
は
、
ず

っ
と
こ
こ
に
住
み
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

私
も
六
十
歳
を
過
ぎ
、
高
齢
者
の
仲
間
入

り
を
し
ま
し
た
。
今
は
ま
だ
、
わ
が
家
で
生

活
す
る
上
で
不
便
さ
を
感
じ
ま
せ
ん
が
、
も

っ
と
年
を
と
り
、
身
体
機
能
が
低
下
し
た
時
、

大
丈
夫
だ
ろ
う
か
？
も
し
、
段
差
に
つ
ま
ず

き
、
転
倒
し
た
ら
・
・
・
。
入
居
者
の
方
が

快
適
に
暮
ら
し
て
い
る
姿
を
見
て
、
私
も
元

気
な
う
ち
か
ら
、
将
来
の
住
ま
い
の
こ
と
を

考
え
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
高
齢
者
へ
の
配
慮
が
す
べ
て

の
住
ま
い
づ
く
り
に
取
り
入
れ
ら
れ
れ
ば
、

誰
も
が
安
心
し
て
、
住
み
慣
れ
た
こ
の
熊
本

に
ず
っ
と
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

誰
も
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り

〜
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
制
度
〜

くまもと女性特派員

後藤　博子さん
（熊本市）

オーナー（写真左）と入居者の皆さんにお話を聞く後藤さん

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
の
「
し
ご
と
支
援
セ
ン

タ
ー
」で
は
、ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
か
。

　 

 

「
知
事
へ
の
提
言
広
場
」
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、 

ど
の
よ
う
に
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
　 

　「
知
事
へ
の
提
言
広
場
」は
、熊
本
県
に
対
す
る
ご
提
言

を
直
接
電
子
メ
ー
ル
で
い
た
だ
く
、県
民
一
人
ひ
と
り
が

県
政
に
参
加
で
き
る
制
度
で
す
。 

　
ご
提
言
は
、県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（「
よ
う
こ
そ
知
事
室
」

の
コ
ー
ナ
ー
）か
ら
直
接
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
、い
た

だ
い
た
ご
提
言
は
県
政
運
営
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、ご
提
言
さ
れ
た
方
へ
の
個
別
の
回
答
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、「
提
言
紹
介
」の
コ
ー
ナ
ー

で
で
き
る
限
り
紹
介
す
る
と
と
も
に
、そ

れ
ぞ
れ
の
ご
提
言
に
知
事
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
併
せ
て
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
提
言
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

 

　
し
ご
と
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、県

民
の
皆
さ
ん
の
就
業
を
支
援
す

る
施
設
で
す
。国
の
パ
ー
ト
バ
ン

ク
と
一
緒
に
な
っ
て
、次
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

●
就
業
相
談
窓
口 

◎
能
力
開
発
や
資
格
取
得
、育
児
や
介
護
支
援
な
ど
、就

　
業
に
役
立
つ
情
報
の
提
供 

◎
仕
事
を
始
め
る
に
当
た
っ
て
困
っ
た
こ
と
や
働
い
て

み
て
悩
ん
だ
こ
と
な
ど
、専
門
の
相
談

員
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス 

●
パ
ー
ト
バ
ン
ク 

◎
熊
本
市
を
中
心
と
し
た
パ
ー
ト
求
人

　
情
報
の
提
供 

◎
パ
ー
ト
で
働
き
た
い
方
の
相
談
や
仕
事

　
の
紹
介
、パ
ー
ト
求
人
の
受
け
付
け 

●
技
術
講
習
会 

◎
よ
り
有
利
な
条
件
で
就
業
で
き
る
よ
う
、

就
業
に
必
要
な
知
識
や
技
術
を
身
に
つ

け
て
い
た
だ
く
た
め
、県
内
各
地
で
実
施 

◎
講
習
科
目
は
経
理
、パ
ソ
コ
ン
、ビ
ジ
ネ

ス
実
務
、訪
問
介
護
な
ど
で
、受
講
料
は

無
料（
教
材
費
や
検
定
料
は
自
己
負
担
） 

皆
さ
ん
の
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。 

熊本県広報課 報道・広聴班
1096-383-1111（内線3134）FAX096-386-2040
電子メール kouhou@pref.kumamoto.jp
ホームページ http://www.pref.kumamoto.jp/invited/menu.html

お 問 い
合わせ先

くまもと県民交流館パレア しごと支援センター
1096-355-4309 FAX096-355-4317
就業相談窓口 1096-355-2224
パートバンク 1096-322-8010
電子メール shigotoshien@pref.kumamoto.jp

お 問 い
合わせ先

熊本県住宅課　1096-383-1111（内線6245） FAX096-384-5472

高齢者向け優良賃貸住宅制度に関するお問い合わせ先

風呂場に取り付けられた
緊急通報システム

室内に取り付けられた手すり

※
１

※
２

※
１

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
＝「
す
べ
て
の
人
の
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
」

※
２

熊
本
県
内
の
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
数

百
二
十
九
戸

（
平
成
十
四
年
十
月
末
現
在
）



くまもと 
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熊本県が重点的に取り組んでいる施策などの98の
テーマについて、県職員が、皆さんのお住まいの地域
に直接出向いて、説明や意見交換を行う「パートナー
シップ・セミナー」を実施しています。
お申し込み方法など詳しくは、県のホームページを

ご覧いただくか、下記までお尋ねください。
ホームページ http://www.pref.kumamoto.jp/demae/index.html

県職員出前講座「パートナー
シップ・セミナー」随時開催中!!

製 造 業 の 皆 さ ん へ
「統計調査にご協力ください」

熊本県子育て応援フォーラム
開 催 の ご 案 内

0 9 0（ 携 帯 ）金 融 か ら
借 金 し て は 絶 対 ダ メ ！

社会全体で子どもたちを見守り育てる環境づくりに
ついて、みんなで考えましょう。ぜひ、お越しください。
●開催日／平成15年1月25日（土）
●場所／くまもと県民交流館パレア（熊本市）ほか

学校や自治会などの社会学習として、議事堂を見学
してみませんか。
また、県議会の本会議は当日のお申し込みでも傍聴

できます。新聞各紙でお知らせする開催日程をご確認
のうえ、お気軽にお越しください。
なお、県議会会議録・質問項目などがインターネッ

トで閲覧・検索できるようになりました。
ホームページ http://www.pref.kumamoto.jp/assembly/contents/index.html

県からのお知らせ 県からのお知らせ 

最近、携帯電話番号（090で始まる11ケタの番号）
が書いてある融資のステッカーをよく見かけますが、
その実体は俗にヤミ金融業者と言われている無登録業
者です。このような業者から借金すると、違法な高利
率により短期間でも多額な借金を抱え込むことになり
ます。決して利用しないようにしましょう。

熊本県議会事務局 政務調査課
1096-381-9411～9413
FAX096-384-8896
電子メール gikaisoumu@pref.kumamoto.jp

お 問 い
合わせ先

熊本県人事課 組織班
1096-383-1111（内線3069・3075）
FAX096-382-5687
電子メール demae@pref.kumamoto.jp

お 問 い
合わせ先

熊本県統計調査課 商工班
1096-383-1111（内線3610）
FAX096-384-7544
電子メール toukeichousa@pref.kumamoto.jp

お 問 い
合わせ先

今年12月から来年1月にかけて調査員がお伺いし
ますので、調査票の記入にご協力をお願いします。
個々の調査内容については秘密が厳守されます。
●調査名／工業統計調査
●調査基準日／平成14年12月31日（火）

熊本県子育て・介護支援推進課
1096-383-1111（内線7205）
FAX096-385-0627
電子メール kosodate@pref.kumamoto.jp

お 問 い
合わせ先

熊本県消費生活センター
1096-354-4835
FAX096-354-7971
電子メール shouhiseikatsu@pref.kumamoto.jp

お 問 い
合わせ先

住基ネットで保有する個人情報は
6つの情報に限定されています

熊本県市町村総室 行政班
1096-383-1111（内線3388）
FAX096-384-6561
電子メール shichouson@pref.kumamoto.jp

お 問 い
合わせ先

お 問 い
合わせ先

DV（配偶者などからの暴力）
で 悩 ん で い る 方 へ

熊本県福祉総合相談所
1096-381-4411（内線452・453）
FAX096-381-4412
電子メール fukushisoudan@pref.kumamoto.jp

お 問 い
合わせ先

県議会を見学・傍聴しませんか

配偶者暴力相談支援セ
ンター（福祉総合相談所
内）は、DVで悩んでい
る方からの相談、カウン
セリング、一時保護、各
種情報の提供を行ってい
ます。
一人で悩まずお気軽に

ご相談ください。
※DV：ドメスティック・バイオレンスの略
●DV電話相談　1096-381-7110
受付時間／毎日9：00～24：00（年末年始を除く）
※緊急の場合は上記の時間外でも対応しています。
また、電話が話し中の場合、平日の18時までは
下記の電話でも結構です。

●弁護士によるDV相談（無料、要予約）
詳しくは、下記へお尋ねください。

1 2 月 は 大 気 汚 染 防 止
推 進 月 間 で す ! !

熊本県環境保全課 大気・化学物質班
1096-383-1111（内線7339）
FAX096-387-7612
電子メール kankyouhozen@pref.kumamoto.jp

冬は、自動車交通量の増加、ビルや家庭の暖房の影
響などにより、大気汚染物質の濃度が高くなります。
このため、熊本県では、マイカー使用の自粛と、家

庭や職場での暖房設定温度を19℃以下にしていただ
くよう呼びかけています。また、マイカー通勤者の方
には、バスと電車（JR除く）の運賃が半額となる「ノー
マイカーデー半額券」を発行しています。

●「ノーマイカーデー半額券」使用日
12月4、11、18日（第1～3水曜日）

休 日 お よ び 夜 間 に も
納税・相談の窓口を開きます

熊本県税務課 収税指導班
1096-382-7916
FAX096-387-4901
電子メール zeimu@pref.kumamoto.jp

お 問 い
合わせ先

熊本県では、仕事などが忙しく、
日ごろなかなか県税の支払いや納
税についての相談ができ
ない方のため、休日およ
び夜間も納税・相談窓口
を開設します。
お気軽にお訪ねください。
●開設場所
各地域振興局税務課、
熊本県税事務所、自動車税事務所
●休日納税・相談窓口の開設
日時／12月8、15日（第2、第3日曜日）

8：30～17：00
●夜間納税・相談窓口の開設
日時／12月3、10、17、24日（毎週火曜日）

12月5、12、19、26日（毎週木曜日）
17：00～20：00

熊本県では、住民基本台帳ネットワークシステムを
利用し、パスポート記載事項の訂正の際に、住民票の
写しの添付が省略できるなどのサービスを開始してい
ます。これから、さまざまなサービスが順次実施され
る予定ですが、サービスが増えてもこのシステムで県
などが保有できる個人情報は、①氏名、②住所、③性
別、④生年月日、⑤住民票コード、⑥これらの変更情
報 に法律で限定されています。

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

氏 名

住 所

性 別

生 年 月 日  

住民票コード 

これらの変更情報 
受付 

090借金 
絶対ダメ！ 

※
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「県からのたより」●偶数月発行

「コラためんなる」●奇数月発行

「点字版・録音版広報誌」
●「県からのたより」「コラためんなる」の点字版、録音版。
詳しくは、次まで。
熊本県点字図書館（1０９６-３８３-６３３３）

●県政へのご意見・ご提案などを専用封筒と便せんな
どで受け付けています。専用封筒と便せんは、市町
村役場をはじめ公共施設などに置いています。

RKK「ふれあいくまもと」
●毎週火、木、土曜日　10時25分～30分

FMK「県庁ダイアリー」
●毎週月、水、金曜日　8時40分～45分

「気になる！くまもと」
●毎週金曜日　無料配信中

●熊本の魅力や最新情報などをいち早く「電子メール」
と「専用サイト」でお届けしています。

【配置場所】
県庁、県地域振興局、市町村役場、主な
郵便局、金融機関、一部の書店、一部の
コンビニエンスストアなど

第18号 お口の中は健康ですか？

広報誌

メールマガジン

●随時受け付けています。事前に予約が必要です。
お問い合わせは、熊本県広報課まで。
1０９６-３８３-１１１１（内線３１３４）

県庁舎見学のご案内

知事への直行便

●県民生活に関係深い計画などを策定する際に、案の
段階で、期間を設けてご意見を募集しています。詳
しくは県のホームページをご覧ください。

県政パブリック・コメント手続き

●電子メールによる県政へのご提言などを受け付けて
います。県のホームページの「ようこそ知事室」から　
送信できます。

知事への提言広場

●県行政に関するご相談をお受けしています。
月～金曜日、9時～12時、13時～16時
1０９６-３８２-３５０４

県行政相談

ラジオ

RKK「週刊くまもと ケンケンぱ！」
●毎週日曜日 10時15分～30分（字幕入り）

KKT「元気！くまもと」
●毎週土曜日 17時55分～18時（手話入り）

テレビ

●お申し込みは、次のアドレスにどうぞ。

http://www.kininaru-k.jp

県広聴制度のご案内県広報のご案内

イ ベ ン ト 紹 介 参 加 者 募 集

県内の小・中学生、高校生が「人権」をテーマに作成
した標語・ポスターおよび詩を展示します。
●日時／平成15年1月5日（日）～7日（火）

10：00～18：00
●場所／熊本岩田屋8階（熊本市）

熊本県子ども人権作品展のご案内

講座や現場実習を通して、土木建設技術者として
必要な基礎知識や実践力を修得できます。

●募集人員／15人程度
●応募資格／18歳以上25歳未満の独身者。

高校卒業程度の学力を有する者　ほか。
●募集期間／平成15年1月20日（月）～2月7日（金）
●試験期日／平成15年2月14日（金）

産 業 開 発 青 年 隊 隊 員 募 集

熊本県人権同和教育課 指導係
1096-383-1111（内線6772）
FAX096-387-1455
電子メール douwakyouiku@pref.kumamoto.jp

お 問 い
合わせ先

熊本県立農業大学校農学部 教務課
1096-248-1188
FAX096-248-4432
電子メール nougyoudaigaku@pref.kumamoto.jp

お 問 い
合わせ先

熊本県産業開発青年隊訓練所
10964-28-6611
FAX0964-28-7625
電子メール sanhatsutai@pref.kumamoto.jp

お 問 い
合わせ先

下記のとおり平成15年度の学生を募集します。
●募集定員／農学科（25人）、園芸学科（45人）、

畜産学科（30人）
●応募資格／昭和53年4月2日から

昭和60年4月1日までに生まれた方　ほか
●受付期間／平成15年1月14日（火）～2月7日（金）

（土日を除く。）
●試験日／平成15年2月14日（金）

熊本県立農業大学校学生募集
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「県からのたより」へのご意見をお待ちしています。 

電子メール 

宇 城 地 域 玉 名 地 域

宇土郡三角町郡浦
こうのうら

で昭和62
年から行われていた「県営ほ場
整備事業」（86ヘクタール）は、
今年9月にほぼ完成しました。
この地区はイチゴなどのハウス
栽培が盛んで、工事期間中の栽
培の継続が課題でした。そこで、
農家の方々が協力し合って仮設
ハウスを用意し、ハウス農家に
貸し出すという県内では初めて
の方法によって整備が進められ
ました。
その結果、この地区は生産性

の高い農地に生まれ変わり、近代化されたハウス施設では、イチゴやミニトマ
トに加え、新たにデコポンの栽培も可能になりました。
三角町では、このような施設と温暖な

気候のもとでさまざまなフルーツがつく
られています。
これからの季節は、三角町戸馳

とばせ

の「フ
ラワーアイランド」の洋蘭も美しい時期
です。皆さん、ぜひ三角町へ遊びに来て、
おいしいフルーツをご賞味ください。

小代焼
しょうだいやき

は、小岱山
しょうたいさん

周辺で17世紀か
らつくられてきた、約400年の歴史
を有する熊本の伝統的な工芸品です。
鉄分が多く耐火度のある土に、わら灰
を中心とした釉薬

ゆうやく

をかけてつくられる
もので、茶器、花器から食器、装飾品
までさまざまな製品があります。
小代焼の12の窯元は、今年4月に

「小代焼窯元の会」を発足させ、現在、
天草陶磁器、肥後象眼

ぞうがん

とともに、県内
で初めてとなる国の伝統的工芸品の指
定を受ける手続きを進めています。
熊本にも素晴らしい伝統工芸がある

ことを知っていただき、その代表であ
る小代焼を多くの皆さんに使用しても
らえればと思います。

小代焼 国の伝統的
工芸品指定へ向けて準備中

平成15年2月8日（土）～9日（日）

ナイトウォーク・イン天草
美しい夕日を眺めるクルージン
グと満天の星空を楽しむナイト
ウォークに参加しませんか。
対象：小学校4年生以上。定員：70人。

申込：1月19日（日）～電話申込順。有料：2,000円程度。

■このほかにも、いろいろな催しを行っています。
詳しくは各施設まで直接お尋ねください。

■豊野少年自然の家（下益城郡豊野町）
10964-45-3855

■あしきた青少年の家（葦北郡芦北町）
10966-82-3092

■県立美術館本館（熊本市）1096-352-2111
http://www.pref.kumamoto.jp/institution/museum

■菊池少年自然の家（菊池市）10968-27-0066

■天草青年の家（天草郡松島町）10969-56-1650

12月23日（月）10：00～15：30環境アニメ祭り
広く環境問題を考えたり、環境に優しい行動を考え
る機会となる作品を上映。無料。

■環境センター（水俣市） 10966-62-2000

ほ場整備の完成で
活気づくハウス栽培

●お問い合わせ先／熊本県宇城地域振興局 農地整備課
10964-32-2111（内線364）FAX0964-32-2289

●お問い合わせ先
熊本県玉名地域振興局 振興調整室
10968-74-2111（内線405）
FAX0968-71-2612

県施設の催しご案内 

http://www.parea.pref.kumamoto.jp/manabi/kikuchi/index.htm

http://www.country-park.jp

http://www.parea.pref.kumamoto.jp/manabi/amakusa/index.htm

http://www.parea.pref.kumamoto.jp/manabi/toyono/index.htm

http://www.parea.pref.kumamoto.jp/manabi/ashikitay

http://www.kumamoto-eco.jp

12月23日（月）まで常設展Ⅳ今西コレクション

http://cyber.pref.kumamoto.jp/kougei
■伝統工芸館（熊本市） 1096-324-4930

平成15年1月21日（火）～26日（日）暖の工芸展
伝統工芸館友の会がおすすめする工芸品を紹介・販
売します。暖かさを感じるものがそろいます。
入場無料。

http://www.parea.pref.kumamoto.jp
■くまもと県民交流館パレア（熊本市）1096-355-1187

平成15年1月11日（土）・2月1日（土）・ほか1日 13：00～

ハーモニーライフセミナー
男女でともに築く家庭生活を考えるためのセミナー
です。講座は、①子育てカップル ②いきいき夫婦
③仕事と介護 の3講座を各3回開催します。
定員：各30人（カップルでの参加を歓迎します）。
申込：12月25日（水）まで。無料。

平成15年1月25日（土）～26日（日）

冬大好き！仲良し家族
親子で作る鍋料理やハイキングなどで、家族のきずな
を深めましょう。楽しい企画がいっぱい。対象：家族。
定員：20家族（100人程度）。有料：1人3,000円程度。
申込：1月11日（土）～20日（月）（電話申込順）。

平成15年1月11日（土）
～12日（日）

新春たこあげ大会
大たこあげ挑戦や、たこ
作り教室などを開催。
入園料：大人100円、

高校生以下無料。

12月31日（火）カウントダウン2003INアスペクタ
ステージでのショーを楽しんだ後は、新年に向かっ
てカウントダウン。年明けとともに華麗な花火が打
ち上がります。有料：大人300円、小人150円。

■農業公園（カントリーパーク）（菊池郡合志町）
1096-248-7311

今西コレクションの肉筆
浮世絵や人形などの工芸
品と熊日総合美術展受賞
作を展示します。
休館：月曜日

（祝祭日の場合は翌日）

平成15年1月25日（土）～26日（日）スキーに挑戦
雪山のゲレンデで、たくさんの友達とふれあいなが
ら、スキーにチャレンジしてみませんか。
対象：小学校4年生～中学生。定員：100人。
申込：12月18日（水）～1月17日（金）（電話申込順）。
有料：3,500円程度 ※スキー用具レンタル代は別途自己負担。

有料：一般260円（前売190円）、
大学生160円（120円）、
高校生以下無料。

有料：一　 般
中学生～大学生
4歳～小学生

2,000円
1,000円
500円

開館20周年を記念して、
これまで自主文化事業で
取り上げた公演の中から
神楽、文楽、虎舞、太鼓
など9団体が出演。

平成15年1月11日（土）
14：00開演
ひのくにの伝承

http://www.kengeki.or.jp

■県立劇場（熊本市） 1096-363-2233

■アスペクタ（阿蘇郡久木野村）109676-7-1161
http://www8.ocn.ne.jp/～aspecta

平成15年1月25日（土）～26日（日）

世界の友達と遊ぼう
県内のALT（外国語指導助
手）の皆さんとの楽しい交
流会を開きます。
有料：2,500円。
対象：小学校4年生～中学生。
定員：120人。
申込：1月7日（火）～18日（土）（電話申込順）。

http://www.pref.kumamoto.jp
熊本県ホームページ

小代焼の作品（花器、茶器、食器など）

小代焼の製造
（古くから継承されてきた技術・技法）

近代化された施設でのイチゴの収穫

集団化されたハウス施設

■県立図書館（熊本市） 1096-384-5000
http://www.library.pref.kumamoto.jp

平成15年1月10日（金）～30日（木）たのしい絵本展
「ぐりとぐら」の中川李枝子（りえこ）さんの絵本をはじ
め、子どもに贈る楽しい絵本を展示します。入場無料。
休館：月曜日（祝祭日の場合は翌日）

■装飾古墳館（鹿本郡鹿央町）10968-36-2151
http://www.pref.kumamoto.jp/construction/section/kofunkan

平田郷陽（ごうよう）作「村童」

清和文楽

古代体験教室 ※開催日の2カ月前から電話受付

平成15年2月22日（土）縄文の布づくり 有料：300円。

平成15年3月8日（土）古代の食体験 有料：500円。

※ほ場整備：点在した田畑の区画を整備して、生産性や利便性を向上させること。

※
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